
電気用品安全法の解釈　－　対象非対象関係

平成１５年２月２５日　製品安全課

商品名等
（電気用品名等）

配管内液体温度管理用加熱ユニット

１　当該商品等の概要

○用途、機能、性能
　配管内の液体温度管理を行うための加熱装置である。
　切削機械などの精密加工機器に用いられる循環オイル用、洗浄機の洗浄水用のも
のなどがある。

○構造、仕様、意匠
　シーズ式ヒーター、サーモスタット、リレー等で構成され、工場等の設備に組
み込まれる。

　電源：三相２００Ｖ
　消費電力：  
　　１，２，３，５ｋＷ、温度調節範囲３３～１２０℃（オイル用）
　　２，３，５，６，１０，１５ｋＷ、温度調節範囲３０～８０℃（水用）

○ 主な使用者、販売先
製造工場等。

２　対象・非対象の解釈
　
　非対象として取り扱う。
　ただし、水用の装置であって、家庭等で使用されるものにあっては、「電気瞬間
湯沸器」として取り扱う。

（理由）
　工場の設備に組込み、設備の一部として使用されるものについては、非対象とし
て取り扱うが妥当と判断する。


